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（２）

地
球
温
暖
化
を
考
え
る

地
球
の
気
温
が
上
昇
し
て
い
ま
す
。
温
暖
化
は
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
様
々
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
海
面
の
上
昇
、

気
象
災
害
の
増
加
、
食
糧
危
機
、
生
態
系
の
被
害
な
ど
、
地
球
温
暖
化
は
今
、
想
像
以
上
に
深
刻
な
事
態
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
限
り
あ
る
地
球
環
境
を
守
る
た
め
、
私
た
ち
は
何
が
で
き
る
の
か
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
現
在
は
飽
食
の
時
代
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
私
た
ち
は
豊
か
さ

や
便
利
さ
だ
け
を
求
め
ず
、
何
が

重
要
な
の
か
、
何
を
優
先
す
べ
き

か
を
見
極
め
る
目
を
持
つ
こ
と
が

大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
温
暖
化
が
進
む
要
因
の
一
つ
で

あ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
増
加

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
と
深
く

か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
温
暖
化
に

よ
っ
て
生
じ
る
様
々
な
影
響
を
防

ぐ
た
め
、
ま
た
、
持
続
可
能
な
社

会
を
次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め

に
も
、
環
境
に
配
慮
し
た
暮
ら
し

方
を
実
践
し
て
行
く
こ
と
が
必
要

で
す
。　

　
橋
本
さ
つ
き
さ
ん
（
中
谷
）
は
、

買
い
物
時
に
当
た
り
前
の
よ
う
に

商
品
を
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
る
レ

ジ
袋
を
断
り
、
５
年
前
か
ら
環
境

に
優
し
い
マ
イ
バ
ッ
ク
を
持
参
し

て
い
ま
す
。

「
保
冷
効
果
が
あ
り
、
安
く
て
使

い
勝
手
の
よ
い
マ
イ
バ
ッ
ク
が
あ

る
と
利
用
者
が
も
っ
と
増
え
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
レ
ジ
袋
は
石
油
か
ら
出
来
て
い

ま
す
の
で
、
貴
重
な
石
油
資
源
の

節
約
と
な
り
、
ひ
い
て
は
地
球
温

暖
化
防
止
に
つ
な
が
る
行
動
と
な

り
ま
す
。　

「
食
料
品
を
は
じ

め
毎
日
の
買
い

物
で
、
何
気
な

く
持
ち
帰
っ
て

い
る
レ
ジ
袋
で

す
が
、
ほ
と
ん

ど
が
不
要
な
ご

み
や
資
源
浪
費

に
つ
な
が
り
ま

す
よ
ね
。
レ
ジ

袋
に
つ
い
て
意

識
す
る
こ
と
で
、

一
人
ひ
と
り
が

見
過
ご
し
て
し

　
ま
っ
て
い
る
ム
ダ
を
感
じ
取
る

よ
う
に
な
れ
ば
、
環
境
に
や
さ
し

い
暮
ら
し
が
で
き
る
の
で
は
な
い

で
す
か
」

　
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
っ
て
、

「
な
ん
だ
か
、
め
ん
ど
く
さ
そ
う
」

「
不
便
」
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
す
が
、

日
々
の
お
買
物
で
マ
イ
バ
ッ
ク
を

持
参
す
る
事
が
習
慣
と
な
れ
ば
、

環
境
に
や
さ
し
い
買
い
物
や
暮
ら

し
の
実
感
が
高
ま
り
、
楽
し
ん
で

環
境
行
動
が
出
来
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
家
族
や
お
子
さ
ん
と
ご
一

緒
で
の
お
買
物
で
あ
れ
ば
、
自
然

で
効
果
的
な
環
境
教
育
と
な
り
、

そ
こ
か
ら
家
庭
で
の
環
境
に
対
す

る
意
識
を
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
、

小
さ
な
取
組
が
次
世
代
へ
の
よ
り

良
い
環
境
未
来
の
創
造
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
環
境
に
や
さ
し
い
暮
ら
し
が
求

め
ら
れ
て
い
る
今
、
そ
の
具
体
的

な
行
動
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
町

で
は
マ
イ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
暮
れ

に
は
、
町
内
の
ス
ー
パ
ー
と
川
俣

駅
前
で
レ
ジ
袋
削
減
の
た
め
の
マ

イ
バ
ッ
ク
を
無
料
配
布
し
て
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
し
た
。

　
　
年
度
は
、
館
林
・
板
倉
・
明

１８
和
マ
イ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
、

レ
ジ
袋
　
万
７
５
２
５
枚
、
ご
み

１１

減
量
１
１
７
５
㎏
、
ド
ラ
ム
缶
で

　
本
、
二
酸
化
炭
素
で
６
０
７
７

１２㎏
の
削
減
に
な
り
ま
し
た
。

進
む
地
球
温
暖
化

一
人
ひ
と
り
の
意
識
が
大
切
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マイバックでレジ袋を削減している橋本さん



（３）広報めいわ　平成２０年２月１０日

【
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
た
め
の

主
な
事
業
】

□
分
別
収
集
品
目
数
　
で
群
馬
県
１

３１

　
　
年
度
か
ら
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

１９
ル
の
蓋
、
廃
蛍
光
管
、
廃
食
用
油
、

リ
タ
ー
ナ
ル
ビ
ン
、
不
要
入
れ
歯

を
加
え
分
別
収
集
品
目
数
　
と
群

３１

馬
県
１
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
年
度
は
、
金
属
類
９
万
３
４

１８
４
０
㎏
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
１
万
５

９
６
０
㎏
、
古
紙
類
　
万
６
８
４

２２

０
㎏
、
ガ
ラ
ス
類
９
万
３
２
５
０

㎏
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

１
万
１
４
７
０
㎏
、
古
着
類
２
万

４
３
９
０
㎏
と
、
収
集
量
は
ガ
ラ

ス
類
を
除
い
て
、
前
年
度
比
で
増

加
傾
向
に
あ
り
、
町
の
収
入
は
２

９
３
万
５
８
４
３
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

□
資
源
再
利
用
お
よ
び
減
量
化
運

動
を
助
成

　
子
ど
も
会
等
の
団
体
等
に
対
し
、

回
収
量
に
応
じ
て
１
茜
７
円
を
助

成
す
る
こ
と
で
、
本
町
の
ご
み
資

源
再
利
用
運
動
を
促
進
し
、
併
せ

て
減
量
化
を
図
り
、
さ
ら
に
地
球

温
暖
化
の
主
な
原
因
物
質
で
あ
る

二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
に
よ
る

大
気
環
境
を
改
善
す
る
た
め
で
す
。

□
ご
み
の
減
量
化
器
具
購
入
費
助
成

　
家
庭
内
で
発
生
す
る
生
ご
み
の

自
家
処
理
を
す
る
た
め
の
器
具
購

入
費
の
一
部
を
助
成
（
生
ご
み
処

理
槽
２
７
０
０
円
慨
基
・
生
ご
み

処
理
容
器
１
０
０
０
円
慨
基
・
生

ご
み
処
理
機
３
万
円
慨
基
上
限
）

す
る
こ
と
で
、
ご
み
の
減
量
化
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

【
主
な
補
助
金
制
度
】

　
町
で
は
、
二
酸
化
炭
素
を
削
減

す
る
た
め
に
次
の
補
助
金
制
度
を

設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

□
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
補
助

　
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

を
住
宅
に
設
置
し
た
か
た
お
よ
び

対
象
シ
ス
テ
ム
付
き
住
宅
を
購
入

し
た
か
た
に
経
費
の
一
部
を
補
助

（
　
万
円
を
限
度
）
し
ま
す
。

３０　環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
を
図
り
、

さ
ら
に
地
球
温
暖
化
の
主
な
原
因

物
質
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
の
排
出

抑
制
に
よ
る
大
気
環
境
の
改
善
を

す
る
た
め
の
補
助
金
で
す
。

□
低
公
害
車
購
入
費
を
補
助
事
業

　
車
両
価
格
の
一
部
を
補
助
（
　１０

万
円
を
限
度
）
す
る
こ
と
で
、
自

動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
窒
素
酸
化

物
お
よ
び
粒
子
状
物
質
並
び
に
地

球
温
暖
化
の
主
な
原
因
物
質
で
あ

る
二
酸
化
炭
素
の
排
出
抑
制
に
よ

る
大
気
環
境
の
改
善
を
す
る
た
め

の
補
助
金
で
す
。

※
低
公
害
車
と
は

・
電
気
自
動
車

・
天
然
ガ
ス
自
動
車

・
メ
タ
ノ
ー
ル
自
動
車

・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
自
動
車

　
地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
き
「
京
都
議
定

書
の
目
標
達
成
計
画
」
に
即
し
て
、

町
の
事
務
事
業
に
関
し
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
抑
制
等
の
た
め
の
措
置

に
関
す
る
計
画
を
策
定
す
る
も
の

で
す
。

　
計
画
は
　
年
度
中
に
作
成
予
定

１９

で
、
そ
の
後
、
計
画
の
実
施
状
況

を
年
１
回
公
表
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

私たちにもできる
温暖化防止対策

町
の
取
り
組
み　温暖化を少しでも防ぐために、具体

的にはどのようなことをすればいいの

でしょう。毎日の生活の中で出来るこ

とをあげてみました。

設置された住宅用太陽光発電システム

地
球
温
暖
化
防
止
実
行
計
画



（４）

平成１９年度 　　　　

町職員の給与を公表
　町では、町職員給与等のあらましを町民の皆さん

に理解していただくため、次のとおり公表します。

算職員手当の状況　（平成１９年４月１日）現在　
    

算人件費の状況（平成１８年度一般会計決算）　
　人口は平成１９年３月３１日現在

算初任給の状況
　（平成１９年４月１日）現在

算一般行政職の級別職員数の状況
 　（平成１９年４月１日）現在

算職員の平均給料月額および平均年齢の状況
　（平成１９年４月１日）現在

算特別職の報酬等の状況
　（平成１９年４月１日）現在

算職員給与費の状況（平成１９年度一般会計予
　算）※教育長含む

【問】総務課　内線２１２



（５）広報めいわ　平成２０年２月１０日

申
告
相
談
は
お
早

申
告
相
談
は
お
早
めめ
にに

※全地区対象日については、多少混雑が予想されます。

ご理解ご協力をお願いします。

申告相談日程表
会場・受付時間該当行政区月　日

　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
役
場
３
階
第
２
会
議
室

　
　
　

　　全地区対象 ２月１８日（月）

斗合田・下江黒　 １９日（火）

上江黒　 ２０日（水）

 千津井　 ２１日（木）

 江　口 　 ２２日（金）

 全地区対象　 ２５日（月）

田　島　 ２６日（火）

南大島　 ２７日（水）

新　里　２８日（木）

中　谷    ２９日（金）

 全地区対象３月 ３日（月）

 梅　原　  ４日（火）

 川　俣・入ケ谷  ５日（水）

 須　賀　  ６日（木）

 大　輪　  ７日（金）

全地区対象　 １０日（月）

矢　島　 １１日（火）

大佐貫　 １２日（水）

南大島・新　里　 １３日（木）

中　谷・梅　原　 １４日（金）

全地区対象      １７日（月）

※
受
け
付
け
時
間
は
、
午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
月
曜
日
は
、
午
前
９

時
か
ら
午
後
６
時
ま
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
う
経
過
措
置
と
し
て

平
成
　
年
　
月
　
日
ま
で
に
締
結

１８

１２

３１

さ
れ
た
契
約
期
間
が
、　

年
超
の

１０

長
期
損
害
保
険
契
約
等
に
係
る
長

期
損
害
保
険
料
に
関
し
て
は
、
従

前
の
損
害
保
険
料
控
除
を
適
用
し

ま
す
。

　
ま
た
、
地
震
保
険
契
約
付
き

長
期
損
害
保
険
の
場
合
は
、
ど

　
ち
ら
か
を
選
択
す
る
こ
と
に
な

　
り
ま
す
。

※
短
期
損
害
保
険
料
控
除
は
廃
止

さ
れ
ま
す
。 

減
価
償
却
費
制
度
の
改
正
          

平
成
　
年
か
ら
減
価
償
却
の
算
出

１９

方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

臼
平
成
　
年
４
月
１
日
以
後
取
得

１９

分
減
価
償
却
資
産
の
償
却
可
能

限
度
額
（
取
得
価
額
の
　
％
相

９５

当
額
）
お
よ
び
残
存
価
額
が
廃

止
さ
れ
、
耐
用
年
数
経
過
時
点

に
お
い
て
１
円
ま
で
償
却
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

渦
平
成
　
年
３
月
　
日
以
前
に
取

１９

３１

得
を
さ
れ
た
減
価
償
却
資
産
に

つ
い
て
、
償
却
可
能
限
度
額

（
取
得
価
額
の
　
％
相
当
額
）
ま

９５

で
達
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の

達
し
た
年
分
の
翌
年
分
以
後
５

年
間
で
１
円
ま
で
均
等
償
却
さ

れ
ま
す

※
臼
に
つ
い
て
は
、
平
成
　
年
分

１９

か
ら
、
渦
に
つ
い
て
は
、
平
成
　２０

年
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
詳
し

く
は
、
税
務
課
（
内
線
１
１
３
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

損
害
保
険
料
控
除
が
変
わ
り

ま
す

減
価
償
却
の
仕
方
が
変
わ
り

ま
す

　
町
で
は
、
申
告
相
談
を
行
い
ま

す
。
次
の
申
告
相
談
日
程
表
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。
申
告
の
際
は
、
収

入
と
経
費
が
わ
か
る
書
類
や
証
明

書
な
ど
を
用
意
し
て
、
会
場
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
告
期

間
中
、
役
場
１
階
税
務
課
で
の
申

告
相
談
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
が

あ
り
ま
し
た
ら
お
気
軽
に
税
務
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地
震
保
険
料
控
除
を
創
設

　
平
成
　
年
度
か
ら
損
害
保
険
料

２０

を
改
め
、
地
震
保
険
料
を
支
払
っ

た
額
の
２
分
の
１
を
所
得
か
ら
控

除
す
る
、
地
震
保
険
料
控
除
に
変

わ
り
ま
す
。

住
宅
ロ
ー
ン
Ｑ
＆
Ａ

　
所
得
税
か
ら
住

宅
ロ
ー
ン
控
除
額

を
控
除
し
き
れ
な

い
場
合
住
民
税
か

ら
控
除
し
ま
す
。

ど
う
い
う
場
合
に
住
民
税
の

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
対
象
と

な
る
の
？

給
与
所
得
者
の
か
た
の
源
泉

徴
収
票
の
摘
要
欄
に
「
住
宅

借
入
金
等
特
別
控
除
可
能
額
」
が

記
載
さ
れ
、
こ
の
金
額
が
源
泉
徴

収
票
の
「
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

除
の
額
」
よ
り
大
き
い
場
合
に
、

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
の
対

象
と
な
り
ま
す

平
成
　
年
以
降
に
入
居
し
た
場

１９

合
は
？

「
住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控

除
」
の
適
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

別
途
所
得
税
の
特
例
が
設
け
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
館
林
税
務
署
（
緯

　
・
４
３
７
３
）
に
お
問
い
合
わ

７２せ
く
だ
さ
い
。

（
「
従
来
の
方
式
」
と
控
除
率
を
引
き

下
げ
て
控
除
期
間
を
　

年
か
ら
　

１０

１５

年
に
延
長
を
す
る
方
式
の
選
択
制

を
と
る
特
例
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
）

ＱＱ ＡＡ



（６）

町
の
臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

　
町
で
は
、
臨
時
職
員
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

【
明
和
こ
ど
も
園
】

□
職
種
　
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭

□
募
集
人
数
　
若
干
名

□
雇
用
期
間
　
４
月
か
ら
６
か
月

間
（
６
か
月
延
長
可
）

□
時
給
　
９
３
０
円

□
応
募
資
格
　
保
育
士
お
よ
び
幼

稚
園
教
諭
（
両
方
）
の
資
格
を

有
す
る
か
た

□
内
容
　
教
育
・
保
育
全
般

□
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～

２０

午
後
５
時
　
分
（
変
則
勤
務
が

２０

あ
り
ま
す
）

□
申
込
期
限
　
２
月
　
日
　

２９

（金）

□
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に

記
入
し
て
、
学
校
教
育
課
へ
直

接
申
し
込
む

□
選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接

※
詳
し
く
は
、
学
校
教
育
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
】

□
職
種
　
給
食
調
理
人

□
募
集
人
数
　
若
干
名

□
雇
用
期
間
　
４
月
か
ら
６
か
月

間
（
 ６
か
月
延
長
可
）

□
時
給
　
８
５
０
円
～
９
５
０
円

□
応
募
資
格
　
普
通
自
動
車
免
許

を
有
す
る
か
た

□
内
容
　
学
校
給
食
調
理
（
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
）

□
勤
務
時
間
　
午
前
７
時
　
分
～

３０

午
後
４
時
　
分
３０

□
申
込
期
限
　
２
月
　
日
　

２９

（金）

□
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に

記
入
し
て
、
学
校
教
育
課
へ
直

接
申
し
込
む

□
選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接

※
詳
し
く
は
学
校
教
育
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
中
央
公
民
館
】

□
職
種
　
一
般
事
務

□
募
集
人
数
　
２
人

□
雇
用
期
間
　
４
月
か
ら
６
か
月

間
（
 ６
か
月
延
長
可
）

□
時
給
　
８
０
０
円

□
応
募
資
格
　
概
ね
　
歳
ま
で
の

５５

健
康
な
か
た

□
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～

３０

午
後
５
時
　
分
３０

□
申
込
期
限
　
２
月
　
日
　

２９

（金）

□
申
込
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に

記
入
し
て
、
中
央
公
民
館
へ
直

接
申
し
込
む

□
選
考
方
法
　
書
類
審
査
、
面
接

※
詳
し
く
は
、
中
央
公
民
館
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

館
林
市
役
所
に
登
記
事
項
証
明
書
交
付
窓
口
を
設
置

　
３
月
３
日
　
か
ら
館
林
市
役
所

（月）

に
登
記
事
項
証
明
書
を
交
付
す
る

窓
口
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　
前
橋
地
方
法
務
局
館
林
出
張
所

に
つ
き
ま
し
て
は
、
残
念
な
が
ら

国
の
行
政
改
革
推
進
に
よ
り
太
田

支
局
に
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
町
民
皆
様
の

前
橋
地
方
法
務
局
館
林
出
張
存
続

に
関
す
る
署
名
に
よ
り
、
館
林
市

役
所
１
階
で
登
記
事
項
証
明
書
の

交
付
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
証
明
書
交
付
窓
口
で
取
り
扱
う

事
務
は
次
の
と
お
り
で
す
。

煙
不
動
産
登
記
の
全
部
事
項
お
よ

び
現
在
事
項
証
明
書
（
地
番
・

家
屋
番
号
の
特
定
が
必
要
で
す
。

ま
た
、
地
図
（
公
図
）
、
地
積
測

量
図
、
建
物
図
面
は
請
求
で
き

ま
せ
ん
）

煙
商
業
・
法
人
登
記
の
履
歴
事
項

全
部
お
よ
び
一
部
証
明
書

煙
会
社
・
法
人
の
印
鑑
証
明
書
（
印

鑑
カ
ー
ド
お
よ
び
代
表
者
の
生

年
月
日
）

※
詳
し
く
は
、
前
橋
地
方
法
務
局

（
緯
０
２
７
・
２
２
１
・
４
４
６
６
）

ま
た
は
、
総
務
課
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
総
務
課
　
　
　
　
　
内
線
２
１
２

　
学
校
教
育
課
（
緯
　
・
３
１
１
５
）

８４

　
中
央
公
民
館
（
緯
　
・
４
４
９
１
）

８４



（７）広報めいわ　平成２０年２月１０日

　
C
型
肝
炎
は
、
早
期
発
見
・
早

期
治
療
が
重
要
で
す
の
で
、
ウ
イ

ル
ス
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
特

に
、
平
成
６
年
以
前
に
フ
ィ
ブ
リ

ノ
ゲ
ン
製
剤
の
投
与
を
受
け
た
か

た
等
は
、
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
て
い
る
可
能
性
が
一
般
の

か
た
よ
り
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
次
の
①
～
⑨
に
該
当
す
る
か
た

で
、
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を

受
け
た
経
験
の
な
い
か
た
は
、
一

度
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

①
平
成
６
年
以
前
に
フ
ィ
ブ
リ
ノ

ゲ
ン
製
剤
の
投
与
を
受
け
た
可

能
性
が
あ
る
か
た

②
血
液
凝
固
因
子
製
剤
の
投
与
を

受
け
た
可
能
性
が
あ
る
か
た

③
平
成
４
年
以
前
に
輸
血
を
受
け

た
か
た

④
大
き
な
手
術
を
受
け
た
か
た

⑤
長
期
に
血
液
透
析
を
受
け
て
い

る
か
た

⑥
臓
器
移
植
を
受
け
た
か
た

⑦
薬
物
乱
用
者
、
入
れ
墨
を
し
て

い
る
か
た

⑧
ボ
デ
ィ
ピ
ア
ス
を
施
し
て
い
る

か
た

⑨
そ
の
他
（
健
康
診
断
等
で
肝
機
能

検
査
の
異
常
を
指
摘
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
の
後
、
肝

炎
検
査
を
し
て
い
な
い
か
た
な

ど
）

□
受
診
機
関
　
館
林
保
健
福
祉
事

務
所
（
館
林
市
大
街
道
１
倆
２

倆
　
）
２５

□
検
査
費
用
　
無
料

□
検
査
日
時
　
毎
週
火
曜
日
　
午

前
９
時
～
正
午

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

（
緯
　
・
３
２
３
０
）

７２

【
救
済
給
付
金
等
支
給
】

　
特
定
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
お

よ
び
特
定
血
液
凝
固
第
Ⅸ
因
子
製

剤
に
よ
る
Ｃ
型
肝
炎
感
染
被
害
者

を
救
済
す
る
た
め
の
給
付
金
支
給

に
関
す
る
特
別
措
置
法
が
、
１
月

　
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

１６　
給
付
金
等
に
つ
い
て
は
、
　

医
（独）

薬
品
医
療
機
器
総
合
機
構
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
連
絡
先
　
緯
０
３
・
３
５
０
６
・

９
５
０
８
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
・
７
８
０
・
４
０
０
）

□
受
付
日
時
　
月
曜
日
～
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
　
午
前
９
時
～

午
後
６
時

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.p

m
d
a
.g
o
.jp
/k
en
k
o
u
h
ig
a
i/c-k
a
n

en
.h
tm
l

）

　
社
会
保
険
庁
で
は
、
年
金
受
給

者
お
よ
び
被
保
険
者
の
か
た
が
た

に
対
し
、
昨
年
の
　
月
か
ら
年
金

１２

の
加
入
履
歴
を
お
知
ら
せ
す
る

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
｣
を
順
次
送

付
し
て
お
り
ま
す
。

※
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
｣
は
、
す

べ
て
の
か
た
に
一
度
に
送
付
す
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
ず
は
、
約
５
０
０
０
万
件
の

未
統
合
記
録
の
名
寄
せ
作
業
の
結

果
、
記
録
が
結
び
つ
く
可
能
性
が

あ
る
か
た
が
た
の
分
を
優
先
し
て

３
月
ま
で
に
送
付
い
た
し
ま
す
。

そ
の
他
の
か
た
が
た
へ
は
４
月
か

ら
順
次
送
付
い
た
し
ま
す
。

※
ね
ん
き
ん
特
別
便
に
関
し
て
の

お
問
い
合
わ
せ
は
、
便
利
な
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

緯
０
５
７
０
・
０
５
８
・
５
５
５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は
（
緯

０
３
・
６
７
０
０
・
１
１
４
４
）

に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

□
受
付
時
間

・
月
～
金
曜
日
　
午
前
９
時
～
午

後
８
時

・
第
２
土
曜
日
お
よ
び
３
月
９
日

　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

（日）
※
オ
ン
ラ
イ
ン
の
稼
働
時
間
に

よ
っ
て
は
、
ご
照
会
の
回
答
を
翌

日
以
降
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

一
般
の
年
金
相
談
は
「
ね
ん
き
ん

ダ
イ
ヤ
ル
」

緯
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
。

Ｃ
型
肝
炎
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
重
要

　
保
健
福
祉
課
　
緯
　
・
３
１
１
３

８４

年
金
加
入
歴
の「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」を
送
付
し
ま
す

　
住
民
課
　
　
　
　
　
内
線
１
４
４

　２月２０日・４月１０日は「交通事故死ゼロを目指す日」

です。国内では、記録を取り始めた昭和４３年以降、毎日必

ず死亡事故が発生している状況が続いています。この状

況を打破すべく、内閣府では「交通事故死ゼロを目指す

日」を設けることとしました。

　死亡事故だけでなく、交通事故をゼロにすことを目指

しましょう。そのためには、町民一人ひとりが、交通ルールと交通マナーを実践する

ことが最も大切です。皆様のご協力をお願いいたします。 

交通事故死ゼロを目指す日



（８）

町のお知らせテレホンサービス

　「テレドーム」をご利用下さい。
　屋外放送が聞き取れなかったことは

ありませんか？そんな時は電話で緊急

放送などの内容を聞くことができます。

緯０１８０－９９２－３０３
※恐れ入りますが通話料はご負担願い
ます。

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度
の
改
正

　
保
健
福
祉
課
　
緯
　
・
３
１
１
３

８４

　
こ
の
制
度
は
、
心
身
の
障
害
の

あ
る
か
た
の
保
護
者
が
掛
金
を
納

め
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護
者
が
お

亡
く
な
り
に
な
っ
た
場
合
な
ど
に
、

残
さ
れ
た
障
害
者
に
対
し
て
年
金

（
月
額
１
口
当
た
り
２
万
円
）が
生

涯
に
渡
り
支
給
さ
れ
る
任
意
加
入

の
制
度
で
す
。 

　
４
月
１
日
か
ら
本
制
度
を
維
持

す
る
た
め
、
掛
金
の
引
き
上
げ
等

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

※
４
月
１
日
以
降
の
１
口
当
た
り

掛
金
額
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

《
注
意
》

　
新
た
に
加
入
を
希
望
す
る
か
た

で
、
改
正
前
の
掛
金
額
が
適
用
さ

れ
る
た
め
に
は
、
２
月
　
日
　
ま

２５

（月）

で
に
、
保
健
福
祉
課
で
手
続
を
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
提
出
遅
れ

や
提
出
書
類
の
不
備
な
ど
に
よ
り
、

４
月
加
入
と
な
っ
た
場
合
は
、
新

た
に
加
入
者
と
な
る
掛
金
額
が
適

用
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
す
で
に
１

口
加
入
し
て
い
る
か
た
で
、
２
口

目
の
加
入
を
希
望
す
る
か
た
も
同

様
で
す
。

【
例
】

　
昭
和
　
年
３
月
以
前
に
１
口
加

６１

入
し
た
か
た
（
加
入
時
年
齢
）　４５

歳
未
満
）
に
つ
い
て
は
、
昭
和
　６１

４月１日以降に新たに

加入者となるかたの掛金額
改正後掛金額現行掛金額加入年齢

９，３００円           ５，６００円      ３，５００円       ３５歳未満

１１，４００円           ６，９００円      ４，５００円       ３５歳以上～４０歳未満

１４，３００円           ８，７００円      ６，０００円       ４０歳以上～４５歳未満

１７，３００円           １０，６００円      ７，４００円       ４５歳以上～５０歳未満

１８，８００円           １１，６００円      ８，９００円       ５０歳以上～５５歳未満

２０，７００円           １２，８００円      １０，８００円       ５５歳以上～６０歳未満

２３，３００円           １４，５００円      １３，３００円       ６０歳以上～６５歳未満

 ■４月１日以降の１口当たりの掛金額等

４月１日以降に新たに加入
者となるかたに係る弔慰金、
脱退一時金

３月３１日以前に加入されて
いるかたで見直し後の事由
による弔慰金、脱退一時

現行の弔慰金、脱退一時
金加入期間

５０，０００円          ３０，０００円          ２０，０００円         １年以上～５年未満
弔
慰
金

１２５，０００円          ７５，０００円          ５０，０００円         ５５年以上～２０年未満

２５０，０００円          １５０，０００円          １００，０００円         ２０年以上

７５，０００円          ４５，０００円          ３０，０００円         ５年以上～１０年未満脱
退
一
時
金

１２５，０００円          ７５，０００円          ５０，０００円         １０年以上～２０年未満

２５０，０００円          １５０，０００円          １００，０００円         ２０年以上

 ■４月１日以降の弔慰金・脱退一時金

年
４
月
１
日
現
在
に
お
け
る
年
齢

区
分
に
よ
る
掛
金
額
（
　
歳
未
満

３５

５
６
０
０
円
、　

歳
以
上
～
　
歳

３５

４０

未
満
６
９
０
０
円
、　

歳
以
上
～

４０

　
歳
未
満
８
７
０
０
円
、　

歳
以

４５

４５

上
～
　
歳
未
満
１
万
６
０
０
円
）

５０

と
な
り
ま
す
。

　
４
月
１
日
以
降
の
弔
慰
金
、
脱

退
一
時
金
は
、
次
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ボボランティア講ランティア講座座
参加者募   参加者募集集

　
災
害
現
場
で
実
際
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
た
か

た
の
体
験
談
を
聞
い
て
み
ま

せ
ん
か
。
皆
さ
ん
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
３
月
　
日
　
　
午

２３

（日）

後
１
時
　
分
～
午
後
３
時

３０

■
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文

化
館

■
内
容
　
災
害
現
場
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
体
験
談

な
ど

■
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

■
定
員
　
　
人
３０

■
参
加
費
　
無
料

■
申
込
期
限
　
３
月
　
日
　

１７

（月）

■
申
込
方
法
  企
画
課
へ
電
話

ま
た
は
、
E
メ
ー
ル（kikak

u
@
to
w
n.m
eiw
a.g
u
nm
a.jp

）

で
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
企
画
課
（
内
線

２
２
２
）
へ
。



（９）広報めいわ　平成２０年２月１０日

「広報めいわ」は、町のホームページでも

ご覧いただけます。

 http://www.town.meiwa.gunma.jp/

水
質
浄
化
セ
ン
タ
ー
増
設
工
事
開
始

　
公
共
下
水
道
整
備
面
積
の
拡
大

に
伴
う
汚
水
流
入
量
の
増
加
に
対

応
す
る
た
め
、
水
質
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
第
２
系
列
増
設
工
事
を
平

成
　
年
度
か
ら
３
年
間
で
実
施
し

１９

ま
す
。
工
事
完
成
後
は
、
処
理
能

力
が
現
在
の
１
日
あ
た
り
１
２
０

０
逢
か
ら
２
４
０
０
逢
と
な
り
ま

す
。

　
本
町
の
公
共
下
水
道
事
業
は
、

平
成
　
年
度
に
事
業
着
手
後
、
平

１１

成
　
年
度
よ
り
整
備
を
開
始
し
平

１２
成
　
年
４
月
よ
り
一
部
供
用
開
始

１６
し
ま
し
た
。
現
在
は
、
新
里
、
中

谷
、
南
大
島
、
江
口
、
田
島
の
一

部
で
下
水
道
の
使
用
が
可
能
と
な

り
、
平
成
　
年
度
の
完
成
を
目
指

２７

し
て
現
在
も
管
路
の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
本
町
の
公
共
下
水
道
事
業
の
平

成
　
年
度
末
現
在
の
整
備
状
況
は
、

１８
全
体
計
画
面
積
の
２
８
８
　
に
対

ｈａ

し
、
管
 渠
 整
備
済
区
域
１
０
６
　
、

き
ょ

ｈａ

整
備
率
　
・
８
％
と
な
っ
て
い
ま

３６

す
。

　
ま
た
、
処
理
区
域
内
に
お
け
る

公
共
下
水
道
へ
の
接
続
人
口
は
、

１
５
８
８
人
で
処
理
区
域
内
人
口

２
６
９
５
人
に
対
し
、
接
続
率
は

　
・
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

５８　
本
町
で
は
、
河
川
の
水
質
保
全

と
清
潔
で
快
適
な
生
活
環
境
の
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
厳

し
い
財
政
事
情
の
中
で
す
が
、
公

共
下
水
道
事
業
を
計
画
的
に
行
っ

て
お
り
ま
す
。
下
水
道
が
整
備
さ

れ
て
も
、
こ
れ
を
皆
さ
ん
が
有
効

に
使
用
し
な
け
れ
ば
せ
っ
か
く
の

施
設
も
十
分
な
効
果
を
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
処
理
区
域
に
お
い
て
、
ま
だ
接

続
し
て
い
な
い
ご
家
庭
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
１
日
も
早
く
公
共
下

水
道
に
接
続
す
る
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
水
道
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下
水
道
事
業
の
沿
革

　
水
道
課
　
　
　
　
　
内
線
１
３
４

２
年
目
以
降
の

お
む
つ
代
医
療
費
控
除
を
受
け
る
に
は

　
保
健
福
祉
課
　
緯
　
・
３
１
１
３

８４

　
寝
た
き
り
状
態
に
あ
り
、
治
療

上
お
む
つ
の
使
用
が
必
要
な
か
た

は
、
そ
の
お
む
つ
代
を
所
得
税
や

住
民
税
の
医
療
費
控
除
の
対
象
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
そ
の
際
、
医
師
の
証
明
書
を
添

付
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
お

む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る

の
が
２
年
目
以
降
で
、
介
護
保
険

の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
か

た
の
う
ち
、
要
介
護
認
定
に
か
か

る
主
治
医
意
見
書
の
内
容
が
一
定

の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
か
た
は
、

町
で
交
付
す
る
お
む
つ
使
用
確
認

書
等
を
、
医
師
の
お
む
つ
使
用
証

明
書
の
か
わ
り
と
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
確
認
書
を
必
要
と
さ
れ
る
か
た

は
保
健
福
祉
課
で
申
請
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
で
お
む
つ
代
の
医
療

費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
次
の
書

類
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

□
初
め
て
申
告
さ
れ
る
か
た
　
お

む
つ
代
の
領
収
書
・
医
師
の
証

明
書

□
２
年
目
以
降
に
申
告
さ
れ
る
か

た
　
お
む
つ
代
の
領
収
書
・
明

和
町
が
主
治
医
意
見
書
の
内
容

を
確
認
し
た
書
類

※
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

下
水
道
事
業
の
現
状

下
水
道
接
続
の
お
願
い

開始される杭打ち工事



（１０）

利　率融資期間　 融資限度額制　度　名

年３.２％以内
運転６年以内（内据置６か月）
設備８年以内（内据置６か月）

１,２５０万円以内小口資金

年２.９％以内５年以内（内据置１年以内）５００万円以内
中小企業設備
近代化資金

年２.９％以内
７年以内（新築１０年以内）
（内据置１年以内）

２,０００万円以内
商業設備
近代化資金

年２.３％以内１０年以内（内据置１年以内）３,０００万円以内労働環境整備資金

年２.１％以内５年以内１世帯１００万円以内勤労者生活資金

　
経
済
課
　
　
　
　
　
内
線
１
５
２

こ
ん
な
と
き
こ
ん

な
資
金
が
借
り
ら

れ
ま
す
　
　

　
町
に
は
、
中
小
企
業
者
・
勤

労
者
向
け
の
融
資
を
、
目
的
に

応
じ
て
次
の
と
お
り
用
意
し
て

い
ま
す
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
経
済
課
ま
た
は

商
工
会（
緯
　
・
３
１
３
０
）へ

８４

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。      

   

　
保
健
福
祉
課
　
緯
　
・
３
１
１
３

８４

接
種
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

　
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
２
期
、
二

種
混
合
の
予
防
接
種
を
ま
だ
受
け

て
い
な
い
か
た
は
接
種
し
ま
し
ょ

う
。

【
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
２
期
】

□
対
象
　
平
成
　
年
４
月
２
日
か

１３

ら
平
成
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ

１４

の
か
た

□
接
種
期
間
　
３
月
　
日
　
ま
で

３１

（月）

【
二
種
混
合
】

□
対
象
　
平
成
７
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
か
た

□
接
種
期
間
　
３
月
　
日
　
ま
で

３１

（月）

　
体
調
の
良
い
と
き
に
医
療
機
関

で
お
受
け
く
だ
さ
い
。

※
接
種
で
き
る
医
療
機
関
に
つ
い

て
は
、
予
診
票
と
一
緒
に
同
封
し

た
「
個
別
接
種
実
施
医
療
機
関
一

覧
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、
保
健
福
祉
課
へ
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
た
だ
の
か

ぜ
だ
と
思
い
こ
ん
で
い
ま
せ
ん

か
？
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
た
だ

の
か
ぜ
と
は
症
状
、
治
療
と
も
異

な
り
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
症
状
が
重
く

感
染
力
も
強
力
で
す

　
か
ぜ
は
、
主
な
症
状
が
の
ど
や

鼻
に
出
る
の
に
対
し
、
症
状
が
全

身
に
及
ぶ
の
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
特
徴
で
す
。
軽
い
も
の
は
か
ぜ

と
区
別
が
付
き
に
く
い
の
で
す
が
、

多
く
は
　
℃
を
超
す
発
熱
に
、
頭

３８

痛
や
関
節
痛
な
ど
の
全
身
症
状
が

ほ
ぼ
１
週
間
程
度
続
き
ま
す
。

　
か
ぜ
は
菌
や
ウ
イ
ル
ス
が
人
の

手
か
ら
手
に
移
る
「
接
触
感
染
」

で
す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
せ

き
や
く
し
ゃ
み
の
中
に
潜
ん
で
飛

ん
で
い
く
「
 飛
沫
 感
染
」
が
中
心

ひ
ま
つ

で
す
。
１
斡
前
後
は
届
く
く
し
ゃ

み
の
威
力
を
借
り
て
、
短
い
間
に

急
速
に
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
は
、
か
か
り
や
す
く
、
広
が
り

や
す
い
感
染
症
で
す
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
は
予
防
の
有
効
手

段
で
す

　
ワ
ク
チ
ン
は
、
人
間
に
も
と
も

と
備
わ
っ
て
い
る
異
物
の
侵
入
を

防
ぐ
「
免
疫
」
を
高
め
る
働
き
を

し
ま
す
。
感
染
を
１
０
０
％
押
さ

え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
、
感
染
し

て
し
ま
っ
た
場
合
で
も
症
状
が
悪

化
す
る
の
を
防
ぎ
、
死
亡
者
を
減

ら
す
効
果
が
あ
り
ま
す
。
高
齢

者
・
妊
婦
・
幼
児
な
ど
に
と
っ
て

は
ワ
ク
チ
ン
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
の
心
強
い
味
方
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
な
い

た
め
に
日
常
生
活
で
の
予
防
が
大

切
で
す

・
人
混
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を

ひ
か
え
る

・
外
出
時
は
マ
ス
ク
を

・
適
度
な
湿
度（
　
～
　
％
）を
保
つ

５０

６０

・
う
が
い
、
手
洗
い
は
忘
れ
ず
に

・
十
分
に
休
養
を
と
る

・
食
事
は
バ
ラ
ン
ス
よ
く
し
っ
か

り
食
べ
ま
し
ょ
う

　
保
健
福
祉
課
　
緯
　
・
３
１
１
３

８４

冬
の
高
熱
に
は
要
注
意
外

■日時　３月２５日（火）　午前１０時
■場所　保健センター
■内容　ベビーマッサージのお話し等
■対象　町内在住の親子で、１歳未満
の乳児および妊婦

■定員　先着２０人
■参加費　無料
■申込期限　３月１４日（金）
■申込方法　保健福祉課へ直接申し込む
※詳しくは、保健福祉課（緯８４・３１１３）
へお問い合わせください。

ベビーマッサージ教室
参加者募集



（１１）広報めいわ　平成２０年２月１０日

　
保
健
福
祉
課
　
緯
　
・
３
１
１
３

８４

子
育
て
教
室
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

法務大臣から感謝状
柿沼昭博さん

　昨年１２月３１日

で人権擁護委員

を退任された柿

沼昭博さん（江

口）に法務大臣か

ら感謝状が贈ら

れました。

　柿沼さんは、

４期１２年間と多年にわたり人権擁護委員

として、国民の人権の擁護と人権思想の普

及高揚に貢献され、その功績が認められま

した。１２年間ご活躍いただきありがとう

ございました。

　１月１日付けで、小

牧貫次さん（上江黒）

が法務大臣から新た

に人権擁護委員に委

嘱されました。人権

擁護委員の仕事は、誠

実な人柄で社会的信

望も厚い人に適してお

り、小牧さんの活躍が期待されます。　町に

は、今回新たに委嘱された小牧さんのほか

に、奈良松男さん（田島）、安原八平さん

（須賀）の２人が人権擁護委員に委嘱されて

おります。人権問題などでお困りのかたは、

秘密は守られますので、町の相談日等でお

気軽にご相談ください。

人権擁護委員に
小牧貫次さん

　
「
家
族
ぐ
る
み
の
子
育
て
教
室
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
教
室
は
、
子
ど
も
た
ち
の

健
や
か
な
発
育
・
発
達
を
目
的
と

し
て
、
家
族
ぐ
る
み
の
子
育
て
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
に
開
催
し

ま
す
。

　
両
親
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
な
る
か
た
も
参
加
で
き
ま
す
。

世
代
を
超
え
て
、
子
育
て
を
多
く

の
人
の
力
で
社
会
力
の
あ
る
子
ど

も
に
育
て
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

□
日
時
   ３
月
７
日
　
　
午
後
１

（金）

時
　
分
～
午
後
３
時

３０

□
場
所
   保
健
セ
ン
タ
ー

□
内
容
   子
ど
も
の
発
育
発
達
と

そ
の
注
意
点
、
町
の
健
診
・
予

防
接
種
、
歯
み
が
き
指
導
、
離

乳
食
・
幼
児
食
と
お
や
つ
、
町

の
子
育
て
支
援
・
こ
ど
も
園
に

つ
い
て
な
ど
 （
保
健
師
・
保
育

士
・
栄
養
士
が
お
話
し
し
ま

す
）

□
料
金
　
無
料

□
申
込
期
限
　
２
月
　
日
　

２９

（金）

□
申
込
方
法
   保
健
福
祉
課
へ
電

話
で
申
し
込
む

　
当
日
は
、
保
育
室
を
設
け
ま
す

の
で
、
保
育
室
を
利
用
さ
れ
る
か

た
は
申
し
込
み
の
際
に
お
話
し

く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課
へ
。

町
民
税
非
課
税
世

帯
に
灯
油
購
入
費

の
一
部
を
助
成

【
助
成
の
対
象
と
な
る
世
帯
等
】

  平
成
　
年
１
月
１
日
現
在
、

２０

本
町
に
住
所
登
録
が
あ
り
、
実

際
に
居
住
し
て
い
る
平
成
　
年
１９

度
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
内
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世

帯
で
す
。
ま
た
、
助
成
対
象
と

な
る
灯
油
購
入
費
は
、
平
成
　２０

年
１
月
９
日
か
ら
同
年
３
月
　３１

日
ま
で
に
購
入
し
た
灯
油
の
購

入
費
で
す
。

茨
 高
齢
者
世
帯
（
　
歳
以
上
の

６５

か
た
の
み
の
世
帯
）

芋
 障
害
者
世
帯
（
身
体
障
害
者

手
帳
１
級
ま
た
は
２
級
、療
育
手

帳
、精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

１
級
を
所
持
し
て
い
る
か
た
等

が
同
居
す
る
世
帯
）

鰯
 ひ
と
り
親
世
帯
（
満
　
歳
未

１８

満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
母

子
等
の
み
の
世
帯
）

允
 生
活
保
護
受
給
世
帯

【
助
成
す
る
額
】

　
対
象
と
な
る
１
世
帯
当
た

り
５
０
０
０
円
を
限
度
に
支

給
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
保
健
福
祉
課

（
緯
　
・
３
１
１
３
）
へ
。

８４



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（１２）

熱戦を繰り広げた子どもたち
子ども会上毛かるた大会

右 熱戦を繰り広げ　

　　る子どもたち

下　大勢が参加した　

　　上毛かるた大会

熱戦を繰り広げた子どもたち
子ども会上毛かるた大会

　第１０回町子ども会上毛かるた大会が１月１３日、

社会体育館で開催。参加した小・中学生約３００人は、

個人・団体に分かれて優勝を目指して熱戦を繰り広

げました。この大会は、子どもたちがかるたをを通

じて親睦を図るとともに郷土群馬について知識を

深めることを目的に毎年行われています。

　町大会の結果は次のとおりです。（敬称略）

【小学校低学年】葛男子個人の部　優勝　吉村拓也

（新里）葛男子団体の部　優勝　新里子ども会　葛

女子個人の部　優勝　森谷みずき（大輪）葛女子団

体の部　優勝　田島子ども会　【小学校高学年】葛

男子個人の部　優勝　青山隆太（新里）葛男子団体

の部　優勝　新里子ども会　葛女子個人の部　優

勝　宮元利栄子（新里）葛女子団体の部　優勝　中

谷子ども会　【中学校】葛男子個人の部　優勝　荒

川直哉（斗合田）葛女子個人の部　優勝　阿部　洸

（新里）葛男子団体の部　優勝　新里子ども会　葛

女子団体の部　優勝　梅原子ども会

　また、優勝者は１月２０日に千代田町で開かれた

郡大会出場しましたが、惜しくも県大会出場はなり

ませんでした。

取り組み内容を説明する生徒たち

高校生活の集大成「東屋」完成
館林商工高建築科課題研究発表会

　建設中のにっさと公園に館商工高建築科３年生

２３人が課題研究として建築していた東屋が完成し、

同校で課題研究発表会が行われました。生徒たち

は、先生や１・２年生を前に、本体、椅子・テーブ

ル、ステンドグラス、板絵、模型製作の５つの班ご

とに苦労した点や１年を振り返っての感想を一人

ひとり発表しました。太刀川憲一校長は「皆さんの

頑張りと技術の高さに感心しました。１・２年生も

負けずに頑張って欲しい」と話していました。 アッという間に燃え広がる炎

伝統行事をいつまでも
矢島地区どんど焼き

　矢島地区の冬の風物詩「どんど焼き」が１月１４

日、同地区の水田で行われ、大勢の町民が１年間の

無病息災や五穀豊穣を祈りました。

　青竹に稲 藁 や正月飾り、だるまを積み上げて作

られたやぐらに午後６時に区長さんの合図で点火。

会場に訪れたかたには、豚汁などが振る舞われまし

た。訪れたかたは「地域住民のふれあいの場となる

伝統行事は次代に残したいですね」と話していまし

た。
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（１３）広報めいわ　平成２０年２月１０日

一斉放水をする消防隊員

防災への誓いを新たに
館林地区消防組合消防隊出初式

　館林地区消防組合消防隊出初式が１月６日、管内

の消防団員や館林消防署員ら約９００人が参加して、

館林市役所東広場で行われ、防災への誓いを新たに

しました。本町からは、明和消防団をはじめ婦人消

防隊、 鳶 職組合会員らが参加して、日ごろの訓練の
と び

成果と 梯子 乗りの見事な演技を披露。また、本番さ
は し ご

ながらの素早い作業で、梯子車や各消防車よる一斉

放水等が披露されると、会場に集まった大勢の観客か

らは大きな拍手が送られていました。

旧友との再会に笑顔

１６５人が大人の仲間入り
第１０回明和町成人式

　第１０回明和町成人式が１月１３日、ふるさと産業

文化館で行われ、１６５人（男性８５人、女性８０人）

が大人の仲間入りをしました。恩田町長は式辞で

「明和は川俣事件に代表される無償の愛の郷、明和

に生まれたことを誇りに思い活躍して欲しい」とあ

いさつ。答辞では新成人を代表して丸山健太さん

と富澤めぐみさんがそれぞれの決意を語りました。

式が終わると新成人らは、久しぶりに会う友人と思

い出話に花を咲かせていました。

各イベントを中学生が取材
まちむら元気２１ｉｎ明和

パソコン教室参加者に取材をする中学生

　上毛新聞社主催の「まちむら元気２１ｉｎ明和」が１

月２０日、ふるさと産業文化館でシンポジウムと新

聞談義が行われました。

　また、町内の８か所でイベントが行われ、明和中

学校の生徒８人が１日記者として、各会場を取材。

パソコン教室を取材した今泉直美さん（１年）は

「写真撮影をすることや取材した記事をまとめるの

が大変でしたが、この貴重な経験を今後に生かして

いきたい」と話していました。 各種団体リーダーが一堂に会した懇談会

　新春合同懇談会が１月１３日、中央公民館で開催

されました。この懇談会は、各種団体のリーダーの

皆様が一堂に会し、懇談する機会を設けようと昨年

より開催しています。

　会場では町議会議員、区長、副区長、農業委員を

はじめ各種団体の代表者ら１００人が出席し、懇親を

深めながら情報交換を行いました。恩田町長は「子

年は繁栄の年です。皆さんのご協力により素晴ら

しい一年にしたい」とあいさつをしました。

親睦を深め情報交換の場に
新春合同懇談会



（１４）

　
教
育
委
員
会
情
報

●教育委員会・中央公民館緯84・4491●海洋センター緯84・5511●社会体育館緯84・4626

公
民
館
ま
つ
り

□
期
日
　
３
月
１
日
　
～
２
日
　

（土）

（日）

□
場
所
　
中
央
公
民
館

【
作
品
展
示
会
】

□
期
日
　
３
月
１
日
　
～
２
日
　

（土）

（日）

□
内
容
　
各
種
学
級
関
係
作
品
、

公
民
館
利
用
団
体
作
品
、
家
族

画
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど

【
芸
能
発
表
会
】

・
カ
ラ
オ
ケ
団
体
発
表

□
期
日
　
３
月
１
日
　
　

（土）

□
時
間
　
午
前
　
時
１１

・
民
謡
民
舞
等
の
芸
能

□
期
日
　
３
月
２
日
　（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
１１

【
表
彰
式
】

□
期
日
　
３
月
２
日
　（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
１０

□
内
容
　
町
民
憲
章
普
及
事
業
作

品
、
書
き
初
め
大
会
・
家
族
画

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者

【
模
擬
店
】

□
期
日
　
３
月
２
日
　（日）

□
内
容
　
う
ど
ん
２
０
０
円
、
あ

ん
み
つ
１
５
０
円
、
そ
の
他

【
芸
能
鑑
賞
】

◎
コ
ン
セ
ル
バ
ト
リ
オ

□
期
日
　
３
月
２
日
　（日）

□
時
間
　
午
後
０
時
　
分
～
午
後

１０

１
時

【
茶
会
】

□
期
日
　
３
月
２
日
　（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
２
時

１１

長
期
水
泳
教
室

【
小
学
生
水
泳
教
室
】

□
日
時
　
毎
週
火
・
水
・
木
・
金

曜
日
の
い
ず
れ
か
で
週
１
回
　

午
後
５
時
～
午
後
６
時

□
対
象
　
町
内
の
小
学
生

※
背
泳
ぎ
・
ク
ロ
ー
ル
・
バ
タ
フ

ラ
イ
・
平
泳
ぎ
の
全
て
を
泳
げ
る

か
た
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

【
レ
デ
ィ
ー
ス
水
泳
教
室
】

□
日
時
　
毎
週
火
曜
日
　
午
後
２

時
～
午
後
３
時

□
対
象
　
女
性

【
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
教
室
】

□
日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
午
後
７

時
～
午
後
８
時

□
対
象
　
一
般
男
女

【
シ
ニ
ア
水
泳
教
室
】

□
日
時
　
毎
週
木
曜
日
　
午
前
　１０

時
　
分
～
午
前
　
時
　
分

３０

１１

３０

□
対
象
　
壮
年
者

【
幼
児
ア
ク
ア
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
教
室
】

□
日
時
　
毎
週
金
曜
日
　
午
後
３

時
～
午
後
４
時

□
対
象
　
町
内
の
平
成
　
年
４
月

１４

２
日
～
平
成
　
年
４
月
１
日
ま

１５

で
に
生
ま
れ
た
幼
児

【
共
通
事
項
】

①
各
水
泳
教
室
入
会
金
３
０
０
０

円
、
月
会
費
２
０
０
０
円
、
定

員
　
人
、
７
～
８
月
は
除
く

４０

②
初
め
て
教
室
に
参
加
す
る
か
た

や
町
内
在
住
の
か
た
を
優
先

③
各
教
室
と
も
申
し
込
み
状
況
に

よ
り
曜
日
・
時
間
帯
等
の
変
更
を

お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

□日時　３月２９日（土） 　午前９時～

午後３時

□対象　小学校４年生～高校生

□内容　図書の貸出、カウンター業務、

書架整理など

□定員　４人

□申込期限　３月１５日（土）

□申込方法　ふるさと産業文化館・図

書館へ直接申し込む

※当日は、エプロン・お弁当を持参。

【

】

中
央
公
民
館

【

】

海
洋
セ
ン
タ
ー

春休み一日図書館
体験学習参加者募集

おはなしコンサート
　１月２６日、ふるさと産業文化館にみずみずしいバ

イオリンとピアノの音色が響く。

　最初はその迫力に目を丸くしていた子どもたちも、

次第に演奏に聴き入り、自然とお話しの世界に耳を傾

けはじめた。身近な環境でたくさんのかたにお話し

の世界の楽しさ、すばらしさを届けたいと願う「よみ

むめむじか」。ミニシアター「スイミー」

作品展示会（昨年）



（１５）広報めいわ　平成２０年２月１０日 ●ふるさと産業文化館・図書館緯84・5555

④
定
員
を
超
え
る
申
し
込
み
が

あ
っ
た
場
合
は
抽
選

□
募
集
期
間
　
２
月
　
日
　
～
　

１５

（金）

２４

日
　（日）

※
月
曜
日
は
休
館
日
。

□
申
込
方
法
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
申
し
込
む

町
民
ゴ
ル
フ
大
会

□
期
日
　
４
月
　
日
　

２０

（日）

□
場
所
　
渡
良
瀬
カ
ン
ト
リ
ー
ク

ラ
ブ

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

□
定
員
　
１
０
０
人
（
先
着
）

□
参
加
費
　
１
万
２
５
０
０
円

□
申
込
期
間
　
２
月
　
日
　
～
３

１７

（日）

　
月
　
日
　

３０

（日）

※
月
・
火
曜
日
は
休
館
日
。

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
参

加
費
を
添
え
て
直
接
申
し
込
む

軽
ス
ポ
ー
ツ
し
ま
せ
ん
か

　
体
育
指
導
員
と
一
緒
に
軽
ス

ポ
ー
ツ
を
し
ま
せ
ん
か
。

□
日
時
　
３
月
８
日
　
　
午
前
９

（土）

時
　
分
～
午
前
　
時
　
分

３０

１１

３０

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
の
広
場
・
社

会
体
育
館

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
３
月
７
日
　（金）

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
直

接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

大
会
結
果
（
敬
称
略
）

【
明
和
町
新
春
キ
ン
ボ
ー
ル
交
流
大
会
】

優
　
勝
　
中
谷
中
学
生

準
優
勝
　
斗
合
田

第
３
位
　
矢
島
G
I
R
L
S

【

】

社
会
体
育
館

 Information  Information 

明和町図書館から２月の
　　　　　　　　 おすすめ図書

●開館時間　午前９時３０分～午後６時１５分

●休館日　毎週月曜日・年末年始

Book図書館情報

◇幼児～小学校低学年

「きんようびはいつも」

　金曜日はぼくとパ
パにとって特別な日。
朝、2人でゆっくりと
散歩をして、時間を
かけて朝ごはんを食
べながら、いろんな
ことをお喋りする・・・。
忙しい日常の中で、
ゆったりと同じ時間
を楽しむための親子
の小さな行事を描く。

ダン・ヤッカリーノ・作

◇小学生

「ブンダバーのネコの手かします」

　大雨で家をなくし

た古道具屋さん一家

は、新しい家を建て

るために、みんなそ

れぞれ、仕事を始め

ました。「ぼくも、お

仕事した～い！」大は

りきりのブンダバー

が 見 つ け た 仕 事

は・・・？

くぼしまりお・作

◇中学生～一般

「エイズの村に生まれて」

　住民の９０％がエイ
ズに感染していると
言われているエスト
ニアの小さな村。そ
こで、エイズであり
ながら１６歳で赤ちゃ
んを産んだひとりの
少女に出会った・・・。
エイズの真実とその
問題を解決していこ
うとする人々の記録。

後藤健二・著

◇一般

「純愛の証明」

　失 踪 し た１９歳 の

コールガールのため

に、社会的地位や家

庭を顧みない中年男

の、人間の節を曲げ

ない愛のかたち。円

熟の恋愛ロマン＆ミ

ステリー。『月刊ジェ

イ・ノベル』連載を書

籍化。

森村誠一・著

フレッシュグルメ教室

　中央公民館で家庭料理を習うフレッ

シュグルメ教室が行われました。

　食への興味・関心を高め、食べること

は「おいしい」、「楽しい」、「うれしい」

といった気持ちを持たせることや、家庭

での実践に生かすことが出来るように、

料理の知識や技術を身につけました。野村せつ子先生に習う参加者

 図
書
館
映
画
会

   風
間
杜
夫
の
銭
形
平
次

□
日
時
　
２
月
　
日
　
   　
午
後

２４

（日）

１
時
　
分
３０

□
場
所
　
ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館

□
入
場
料
　
無
料

□
主
演
　
風
間
杜
夫
、
宮
崎
美
子
、

左
と
ん
平
ほ
か

※
詳
し
く
は
、
ふ
る
さ
と
産
業
文

化
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

優勝した中谷中学生



（１６）

　　こども園 

　「５歳児」の作品を紹介

美術館

※「みんなの声」は、役場庁舎内の掲示板にも掲示しています。

左から藤野 友翔 
ゆうと

くん、長﨑 愛由美 ちゃん
あ　ゆ　み

、田中 壮馬 くん
そうま

テーマ　鬼は外！

左から増田   栞 ちゃん
しおり

、立田   歩 ちゃん
あゆみ

、奈良 竜馬 くん、根岸 紗耶乃 ちゃん
りゅうま さ や の

町では、皆さんから手紙や電子メールなどで
寄せられた意見・要望・提言について、回答
したものを多くのかたに知って頂くため役場

玄関での掲示や毎月の広報紙面での掲載をしています。
今後、色々な媒体を使いＰＲしていきたいと思います。
　町政懇談会については、９月から１１月までの期間、
開催を希望する区長さんが日程を決め、各地区に町長
が出向き開催しています。そのため、毎月１回発行し
ている広報紙では掲載することができません。また、
希望する行政区が回覧などで日程を周知してます。そ
の他、町民の皆さんが希望する日程に町長が出向き直
接意見交換を行う「町長と語ろう　まちづくり」やこれ
から自主的なまちづくり活動を行おうとする概ね5名
以上の団体の設立に対して助成を行う「元気な華の里づ
くり支援事業」がありますのでご活用ください。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　（企画課）

先日役場で会議があり、その帰り玄関の掲示
板を拝見しました。沢山の方からのご意見と
ても感心しました。こんなに素敵なことをし

ているのに私をはじめ知らない方がいました。もった
いないですね。もう少しＰＲしたほうがよろしいかと
思います。もう1つ、町政懇談会の日程が広報にありま
せんでしたが、回覧か何かでお知らせいただけるので
しょうか？できたら広報紙で何でもわかると助かりま
す。宜しくお願いします。
　                                   　　　　　　　　　　（匿名）

くん

３歳４か月　田島
Ｈ１６年９月１７日生まれ

優しくて、健康に育っ

てね♪

（家族より）

砂賀 聖  亜 
せ い  あ

ちゃん

２歳８か月　川俣
Ｈ１７年５月１６日生まれ

金子 凜  咲 
り さ

しっかり者で優しい末っ

子です♪

（家族より）



（１７）広報めいわ　平成２０年２月１０日

町民リポーター

　
礼
と
節
と
は
ど
ん
な
事
で
す
か
、
い
ざ
考
え
て
み
る
と
簡
単
に
答
え
ら
れ
そ

う
だ
が
判
り
安
く
適
切
に
答
え
る
に
は
言
葉
に
困
っ
て
し
ま
う
。
私
は
三
十
数

年
間
詩
吟
を
愛
好
し
て
い
ま
す
が
、
毎
年
十
一
月
東
京
九
段
の
北
の
丸
公
園
に

あ
る
日
本
武
道
館
で
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
九
州
ま
で
全
国
各
流
派
の
精
鋭

を
網
羅
し
て
全
国
吟
剣
詩
舞
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
日
本
武
道
館
の

道
場
で
「
礼
節
」
を
説
い
た
次
の
文
章
に
接
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
礼
　
節
】

「
礼
は
人
と
交
わ
る
に
当
た
り
、
先
ず
そ
の
人
の
人
格
を
尊
重
し
、
こ

れ
に
敬
意
を
表
す
事
、
人
と
人
と
の
交
際
を
整
え
社
会
秩
序
を
保
つ

の
が
道
で
あ
り
、
礼
法
は
こ
の
精
神
を
あ
ら
わ
す
作
法
で
あ
る
。
お

よ
そ
武
道
を
学
ぶ
者
は
内
に
精
神
を
深
め
、
外
に
礼
法
を
正
し
く
守

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
」

　
武
道
を
志
す
も
の
へ
の
心
得
で
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
漢
文
調
で
難
解
の
と
こ
ろ

も
あ
る
が
心
読
す
れ
ば
お
の
ず
と
腑
に
落
ち
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
文
章
の
武

道
と
い
う
文
字
を
人
道
、
す
な
わ
ち
人
の
歩
む
べ
き
道
と
置
き
換
え
れ
ば
、
そ
の

ま
ま
私
た
ち
の
社
会
生
活
の
規
範
と
な
る
も
の
で
す
。
日
本
伝
統
の
武
術
や
技

芸
が
礼
節
と
い
う
道
を
得
て
、
武
道
と
な
り
芸
道
に
な
っ
て
い
っ
た
過
程
を
如

実
に
物
語
っ
て
い
ま
す
。
吾
れ
吾
れ
が
日
常
生
活
の
な
か
に
於
い
て
、
人
を
愛

し
、
人
を
救
い
、
礼
節
を
重
ん
じ
て
精
神
の
向
上
を
は
か
れ
ば
現
在
の
政
治
、
経

済
、
教
育
、
社
会
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
巣
っ
て
い
る
病
魔
か
ら
解
放
さ
れ
、

は
れ
ば
れ
と
し
た
健
康
体
を
と
り
も
ど
す
事
が
出
来
る
で
し
ょ
う
。
礼
節
こ
そ

今
、
日
本
人
が
失
っ
て
し
ま
っ
た
。
心
、
魂
、
秩
序
、
を
回
復
す
る
唯
一
の
道

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
間
違
っ
て
二
度
と
再
び
清
水
寺
の
貫
主
に
「
僞
」
云
ふ

字
を
書
か
せ
て
な
る
ま
い
。

「
玉
琢
か
ざ
れ
ば
器
を
成
さ
ず
　
人
学
ば
ざ
れ
ば
道
を
知
ら
ず
。」

（大佐貫）

町民リポーター
篠木茂雄

   礼
と
節
と
は

　
  ど
ん
な
事
で
す
か

　
秩
父
の
札
所
は
、
そ
の
大
半
が
曹

洞
、
臨
済
、
の
両
宗
の
寺
に
よ
っ
て
管

理
さ
れ
て
い
る
が
、
七
番
の
牛
伏
堂

も
曹
洞
宗
で
あ
る
。
山
門
の
入
口
に

は
（
不
許
葷
酒
入
山
門
）
と
筆
に
刻

ま
れ
た
重
厚
な
石
柱
が
立
っ
て
い
る
。

ご
本
尊
は
十
一
面
観
音
で
あ
る
。
昔
、

花
園
左
エ
門
の
家
来
が
戦
に
敗
れ
こ

の
地
に
お
ち
の
び
て
亡
く
な
っ
た
。

そ
の
妻
を
夢
に
、
亡
き
夫
が
現
れ

「
牛
の
子
に
生
ま
れ
苦
し
ん
で
い
る
」

と
救
い
を
乞
う
た
。
妻
は
出
家
し
て

夫
を
救
っ
た
。
ま
た
一
頭
の
牛
に
化

身
し
た
観
世
音
の
暗
示
に
よ
っ
て
牧

童
が
草
庵
を
結
び
十
一
面
観
音
を

安
置
し
た
。
こ
の
寺
の
草
創
で
あ
る

牛
状
堂
と
は
、
こ
れ
に
ち
な
ん
で
名

付
け
ら
れ
た
と
い
う
。
拝
殿
に
は
一

ｍ
五
○
唖
位
は
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ

る
牛
の
座
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。

本
堂
は
間
口
十
間
、
奥
行
八
間
瓦
茸

き
入
母
屋
造
り
の
礼
所
随
一
の
大
迦

藍
で
あ
る
。
堂
内
土
間
の
上
に
は
四

国
志
度
寺
の
緑
起
が
彫
刻
さ
れ
、
左

右
に
は
座
敷
書
院
を
配
し
、
内
陣
の

ま
わ
り
に
は
極
彩
色
の
彫
刻
闌
間
、

格
子
天
井
に
は
花
鳥
が
画
れ
て
い
る
。

境
内
も
広
く
、
清
掃
が
ゆ
き
と
ど
い

て
い
る
。
お
り
し
も
大
勢
の
小
学
生

が
写
生
を
し
て
い
た
の
で
、
の
ぞ
い

て
み
る
と
、
み
ん
な
が
み
ん
な
、
大

屋
根
の
瓦
を
一
枚
一
枚
丁
寧
に
描
い

て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　
   　
【
リ
ポ
ー
タ
ー
　
篠
木
茂
雄
】

続
・
秩
父
三
十
四
札
所
巡
礼
行
　

七
番
寺
 法
長
寺
（
牛
伏
堂
）

NO.６

法長寺（牛伏堂）



INFORMATION
掲示板

（１８）

　
館
林
厚
生
病
院
で
は
、
同
病
院

に
将
来
勤
務
す
る
意
思
を
持
つ
医

学
専
攻
の
学
生
や
大
学
院
生
、
臨

床
研
修
医
ら
を
対
象
に
、
医
師
育

成
修
学
資
金
を
無
利
子
で
貸
与
し

ま
す
。

□
貸
与
額
　
月
額
　
万
円

１５

□
期
間
　
１
年
以
上
６
年
以
内

※
た
だ
し
、
臨
床
研
修
を
行
う
か

た
は
２
年
と
す
る
。

□
定
員
　
４
人

※
詳
し
く
は
、
館
林
厚
生
病
院
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
】
館
林
厚
生
病
院

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
３
１
４
０

７２

　
県
で
は
「
循
環
型
社
会
県
庁
行

動
プ
ラ
ン
～
エ
コ
Ｄ
Ｏ
！
～
」
の

推
進
を
図
り
、
率
先
し
て
冬
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

【
暖
房
温
度
】

・
暖
房
温
度
は
　
℃
を
目
安
に
低

１９

め
に
調
整

・
昼
間
は
、
太
陽
光
を
積
極
的
に

取
り
入
れ
る
な
ど
、
執
務
室
等

の
状
況
に
応
じ
、
暖
房
に
頼
ら

な
い
温
度
保
持
を
工
夫

・
執
務
室
等
で
は
、
暖
房
に
頼
り

過
ぎ
ず
、
寒
い
時
は
暖
か
く
働

き
や
す
い
適
切
な
服
装
を
基
本

【
照
明
】

・
昼
休
み
、
夜
間
の
一
斉
消
灯
を

徹
底
し
（
　
時
・
　
時
・
　
時
）
、

１２

１９

２１

必
要
箇
所
の
み
再
点
灯

・
ト
イ
レ
等
の
付
帯
施
設
に
お
け

る
原
則
消
灯
を
徹
底
。
使
用
時

の
み
点
灯

【
Ｏ
Ａ
機
器
等
】

・
昼
休
み
は
、
原
則
と
し
て
、
コ

ピ
ー
機
、
パ
ソ
コ
ン
、
プ
リ
ン

タ
ー
等
、
Ｏ
Ａ
機
器
の
主
電
源

を
切
る

・
テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
は
、
コ
ン
セ

ン
ト
を
抜
き
、
使
用
時
の
み
通

電
す
る

【
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
】

・
近
く
の
階
へ
の
昇
降
は
階
段
を

使
用
す
る
（
３
ア
ッ
プ
・
３
ダ

ウ
ン
）

・
　
時
　
分
以
降
は
、
業
務
用
エ

１９

３０

レ
ベ
ー
タ
ー
の
み
運
転

【
Ｐ
Ｒ
等
】

・
県
民
等
に
積
極
的
に
説
明
し
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
行
動
の
実
践
に

つ
い
て
協
力
を
求
め
る

【
問
】
県
庁
環
境
政
策
課

緯
０
２
７
・
２
２
６
・
２
８
１
７

□
日
時
　
３
月
　
日
　
　
午
前
　

１３

（木）

１０

時
～
正
午

□
場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

□
内
容
　
園
芸
用
土
と
肥
料
の
基

礎
知
識

□
講
師
　
琴
寄
　
融
さ
ん

□
定
員
　
先
着
　
人
６０

□
費
用
　
無
料

□
申
込
期
日
　
３
月
１
日
　（土）

□
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
む

【
問
】
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
７
１
８
８

８８

お
知
ら
せ

【
町
の
無
料
法
律
相
談
】

□
日
時
　
３
月
　
日
　
　

１０

（月）

　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
役
場
委
員
会
室

□
対
象
　
明
和
町
民

□
担
当
　
丸
山
弁
護
士

□
受
付
期
間
　
３
月
１
日
～
８

　
日
ま
で
に
総
務
課
へ
お
申
し

　
込
み
く
だ
さ
い
（
予
約
制
）

【
人
権
・
行
政
・
心
配
ご
と
相
談
】

□
日
時
　
２
月
　
日
　
　

１５

（金）

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
役
場
会
議
室

【
年
金
相
談
】

□
日
時
　
２
月
　
日
　

２１

（木）

　
午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
館
林
市
役
所

【
交
通
事
故
相
談
】

□
日
時
　
３
月
７
日
・
　
日
　
 　

２１

（金）

　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

□
場
所
　
太
田
市
役
所

【
健
康
相
談
】

□
日
時
　
３
月
４
日
　
 

（火）

午
前
９
時
　
分
～
午
前
　
時
　

３０

１０

３０

分
受
付

□
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー
    

□
対
象
　
乳
幼
児
・
成
人

【
乳
幼
児
健
診
】

□
日
時
　
３
月
　
日
　

１３

（木）

　
午
後
１
時
～
午
後
２
時
の
受

　
付

□
対
象
　
　
年
３
月
、　
年
３
月
・

１８

１９

５
・
８
・
　
月
生

１１

定
期
相
談
・
健
診

医
師
育
成
修
学
資
金

を
無
利
子
で
貸
与

館
林
厚
生
病
院

冬
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策
に
つ
い
て

県
庁
環
境
政
策
課

緑
化
講
座
開
催
の
お

知
ら
せ県

緑
化
セ
ン
タ
ー



（１９）広報めいわ　平成２０年２月１０日

　
地
域
に
住
む
外
国
人
と
の
共
生

社
会
を
目
指
す
「
多
文
化
共
生
の

地
域
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

開
催
し
ま
す
。

□
日
時
　
３
月
　
日
　
　
午
後
１

１５

（土）

時
　
分
～
３
時

３０

□
場
所
　
県
立
館
林
美
術
館

□
内
容
　
基
調
講
演
「
多
文
化
共

生
と
は
」、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
「
多
文
化
共
生
の

地
域
づ
く
り
」、
パ
ネ
リ
ス
ト

（
東
毛
地
区
の
か
た
）

□
費
用
　
無
料

□
申
込
方
法
　
県
庁
新
政
策
課
へ

電
話
、
ま
た
は
F
A
X
（
０
２

７
・
２
２
３
・
４
３
７
１
）、
E

メ
ー
ル
（sh

in
seisa

k
u
@
p
ref.g

u
n
m
a
.jp

）
で
、
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
申
し
込
む

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
参
加
者
に
は
、
館

林
美
術
館
を
無
料
で
鑑
賞
で
き
ま
す
。

【
問
】
県
立
館
林
美
術
館

緯
０
２
７
・
２
２
６
・
２
３
１
８

□
期
日
　
３
月
　
日
　

２９

（土）

□
場
所
　
全
国
都
市
緑
化
ぐ
ん
ま

フ
ェ
ア
前
橋
総
合
会
場
　
前
橋

公
園
（
前
橋
市
）、
同
フ
ェ
ア
伊

勢
崎
テ
ー
マ
会
場
　
波
志
江
沼

環
境
ふ
れ
あ
い
公
園
（
伊
勢
崎

市
）、
日
本
七
社
　
冠
稲
荷
神

社
（
太
田
市
）

□
定
員
　
　
人
８０

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

□
費
用
　
無
料
（
昼
食
自
己
負
担
）

□
申
込
期
限
　
３
月
５
日
　（水）

□
参
加
当
否
　
３
月
　
日
　
ま
で

１４

（金）

に
、
当
選
者
の
み
に
郵
送
通
知

【
問
】
太
田
土
木
事
務
所

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
２
３
４
５

３２

□
日
時
　
３
月
８
日
　
　
午
後
１

（土）

時
　
分
３０

□
場
所
　
町
中
央
公
民
館
　
講
堂

□
テ
ー
マ
　
輝
い
て
生
き
る
～
心

が
健
康
、
心
が
元
気
～

□
講
師
　
妹
尾
信
孝
さ
ん

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

□
費
用
　
無
料

【
問
】
明
和
地
区
法
人
会

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
３
１
３
０

８４

□
募
集
科
目
　
建
築
科
（
３
年
）・

造
園
科
（
２
年
）

□
訓
練
時
間
　
午
後
７
時
～
午
後

９
時
（
火
・
金
曜
日
）、
昼
間
に

月
２
回
程
度
（
日
曜
日
）

□
入
校
資
格
　
義
務
教
育
修
了
者

で
、
建
築
業
お
よ
び
造
園
業
で

現
在
働
い
て
い
る
か
た

□
申
込
期
限
　
４
月
　
日
　

２８

（金）

□
申
込
方
法
　
電
話
で
申
し
込
む

※
受
付
時
間
は
、
火
・
金
曜
日
の

午
後
７
時
～
午
後
９
時
で
す
。

【
問
】
館
林
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
８
２
８
２

７３

【
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
】

森
原
　
 柊
 
（
貴
光
・
美
夏
／
上
江
黒
）

し
ゅ
う

【
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
】

堀
口
三
四
　
　
　
　
須
賀
　
精
一

９２

※
戸
籍
の
窓
で
は
、
広
報
め
い
わ
へ

の
掲
載
を
希
望
し
た
人
だ
け
載
せ

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
、
掲
載
を
ご
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、

企
画
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

多
文
化
共
生
の
地
域
づ

く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

県
庁
新
政
策
課

文芸
《

遠

富

士

》

まちの
募
集
し
ま
す

戸
籍
の
窓

結
球
の
白
菜
列
に
啄
め
る
椋
鳥
ら
尾
を
立
て
四
方
気
に
し
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
本
み
ね
子

 金
色
 の

こ
ん
じ
き

 衣
 ま
と
い
て
輝
や
け
り
や
が
て
脱
ぐ
ら
む

こ
ろ
も

 境
内
 の
銀
杏

け
い
だ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
口
美
津
子

 木
 
き

 遣
 う
た

や
り

 提
燈
 を
揚
げ
髙
ら
か
に
地
芝
居
小
屋
は
喜
び
に
充
つ

ち
ょ
う
ち
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
田
　
初
江

コ
ト
ン
コ
ト
ン
と
夜
行
列
車
で
青
森
駅
に
着
け
ば
青
函
ト
ン
ネ
ル
開
通
し
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
口
　
文
江

紅
の
薔
薇
黄
の
薔
薇
 数
多
 揺
る
る
湯
に
友
と
ゆ
っ
た
り

あ

ま

た

 浸
 か
り
パ
ー
ク
イ
ン

つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奈
良
　
照
子

枯
葉
散
る
 欅
 の
下
に
朝
日
受
け
も
み
じ
赤
赤
と
光
を
返
え
す

け
や
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
泉
田
　
政
子

緑
化
ぐ
ん
ま
フ
ェ
ア

バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

太
田
土
木
事
務
所

館
林
地
区
高
等
職
業

訓
練
校
入
校
生
募
集

館
林
地
区
高
等
職
業
訓
練
校

福
祉
教
育
の
普
及
を

願
い
町
民
講
演

明
和
地
区
法
人
会
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●広報めいわは、自然保護のため再生紙と大豆油インキを使用し作成しています。

撮影場所　江口付近の利根川河川敷

　近年、堤外地への車の乗り入れが制限されたせいか、利根川の河川敷へ
の廃棄物の不法投棄が激減し廃棄物で汚れた河川敷のイメージが一掃さ
れた。ただ、川への親しみが薄れてしまうが、心ない不法投棄者が居る以
上、やむを得ない。そんな汚れの少ない河川敷の一部が、牧草地として利
用されている。梱包された牧草が数個残っている風景は、きれいになった
河川敷の一面を物語っている。

東北道架橋を望む

かわをたずねて

写真・文　明和フォトクラブ　奈良英世

（平成２０年１月１日現在）

　総人口　１１，６４３人　（－２）
　　男　　　５，８４４人　（－１２）
　　女　　　５，７９９人　（＋１０）
　世帯数　　３，７３３世帯（－３）

　　　　※（　）内の数字は前月比

町の人口と世帯
館林邑楽全地区館　林明　和

千代田
期　日

耳鼻科小児科・内科外　科内　科

板倉耳鼻
（８０）４３３３

横田医院
（７２）０２５５

最上胃腸科
（７４）３７６３

記念病院
（７２）３１５５

館林地区
と同じ

２月１７日（日）

川田耳鼻
（７２）３３１４

おぎわら
（６１）１１３３

館林医院
（７４）２１１２

吉田内科
（７０）７１１７

小西医院
（８６）２２６１

２月２４日（日）

川村耳鼻
（７２）１３３７

星野こども
（小児科のみ）
（７０）７２００

土井レディス
（産婦人科）
（７２）８８４１

松井内科
（７５）９８８０

館林地区
と同じ

３月２日（日）

今村ｸﾘﾆｯｸ
（７０）２２２１

長谷川ｸﾘﾆｯｸ
（８０）３３１１

海宝病院
（７４）０８１１

落合医院
（７２）３１６０

ミツワ診療所
（７０）３０３０

３月９日（日）

板倉耳鼻
（８０）４３３３

森下内科
（７３）７７７６

岡田整形
（７２）３１６３

まりﾚﾃ゙ｨｽ
（７６）７７７５

館林地区
と同じ

３月１６日（日）

　○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　○救急テレホンサービス(緯７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています

緊　　　　急夜　　　　間
（午後７時～１０時）

歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

（７２）３１４０

夜間急病診療所（内科・外科）
　(７３)２３１３（要電話確認）

（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
（７３）８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

休祝日当番医 必ず電話してから受診してください

　　士急病……………１７件
　　士交通事故……… １件
　　士その他………… ４件
　　士合計……………２２件

１月の救急車出動回数


